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研究課題 
1) 愛媛県産はだか麦の利用拡大に関する研究 

2) リン脂質分解酵素のリン脂質合成機構の解明に関する研究 
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研究内容： 

1) 愛媛県産はだか麦の利用拡大に関する研究 

 愛媛県は「はだか麦」の生産量が 28 年連続日本一を続けているが、それの消費は次第に低下しているのが現状

である。この研究では、はだか麦（もち麦）が持つ、あるいは産生する機能性について検討し、はだか麦類の有用性

を解明し、その特性を活かした食品の開発を目指している。 

2) リン脂質分解酵素のリン脂質合成機構の解明に関する研究 

 リン脂質脱アシル化酵素、ホスホリパーゼ B は、リン脂質の２つのアシル基を同時に加水分解する酵素である。こ

れまで各種酵母から本酵素を精製し機能を解明、遺伝子クローニングなどによる構造解析を行ってきた。本研究で

は、これまで取得したホスホリパーゼ B 遺伝子資源を利活用するため実施している。ホスホリパーゼ A あるいは B

は、水環境ではリン脂質を分解するが、無水（あるいは非水）環境ではリン脂質へアシル基を転移する合成活性を

示すことが期待される。本研究では既に本酵素の合成活性を確認しており、この合成活性に関する反応機構や、特

異性について研究している。 
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